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2016.12.18 LOVE シンデレラ育成塾/恋愛癒し屋 LIVE 講座 
 

元彼との復縁を引き寄せまくる 

「復縁引き寄せの法則」講座」 
 

 
 
           オフィス・スピリチュアルコーチング 

恋愛癒し屋カウンセラー/鈴木えいじ 
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2016.12.18 LOVE シンデレラ育成塾/恋愛癒し屋 LIVE 講座 

 

元彼との復縁を引き寄せまくる 

「復縁引き寄せの法則」講座」 
 
 

「復縁引き寄せとは全く新しい＜愛＞のステージへ 

自分の魂を成⾧させる旅である」 

 

1 元彼との復縁を止めている執着や痛みを手放す 

 

＜復縁引き寄せがうまくイカナイ理由＞ 

「そもそも、全ての純粋なる欲求は叶っている」 

⇒カタチにならないの、異なる別の欲求や感情が隠れている 

例） 

・「元彼と復縁したい」⇒「突然の別れを告げた元彼を、本当は許したくない」 

・「元彼とまた、ラブラブになりたい」⇒「また同じ目にあうと思うと、怖くて近づきたくない」 
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＜世界と現実を創っているモノはなにか?＞ 

◆定義⇒恋と人生を創るプログラム（物語） 

例） 

・「○○とは××である」 

・「復縁はムズカシイ」 

・「元彼とヨリを戻すのはムリ」 

・「地球は丸い」⇒本当に丸いのか?ホントは「楕円形」かも知れない 

 

「定義とは前提である」 

 

◆「ピグマリオン効果」と暗示の関係 

⇒定義、前提というプログラムを元に、潜在意識は必要な情報や出会い、タイミングを集めて現実を

創造する 

 

＜認知の歪み＞ 

「人は自分の意識というフィルターを通してしか、現実世界をみることはデ

キナイ」 

・本物の天使のお話 

・「痛み」が世界を歪んでみせる 

・元彼との別れや失恋の痛み、トラウマ⇒「ムリ、デキナイの物語」⇒解放することが大切 

・⇒【悲劇のヒロインを癒すシンデレラメソッド魔法の呪文】 
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２ 元彼との未来を「今ここ」に描き出す 

 

＜もうひとつの未来をつくる～フューチャーメイキング＞ 

⇒パラレルライフという考え方 

 

◆物理空間と情報空間 

⇒情報空間（エネルギーレベル）にシッカリと理想の未来を描き出す 

 

◆ミラーニューロンと脳内ネットワーク 

⇒元彼にも「もうひとつの未来」の情報は共有される 

 

「復縁した未来の情報エネルギーがリアルで濃くなるほどに、現実化は強

まる」 

⇒確信の度合い⇒高めるには、まず痛みのブレーキを外す! 

 

＜願望自動実現の装置にスイッチを入れる＞ 

◆サイコ・サイバネティクス理論 

⇒マクスウェル・マルツ博士（整形外科医）が提唱した理論 

・人間の脳はゴールを設定すると、自動追跡して達成しようとする働きをもっている 

・元彼と復縁した後に、どんな風になっていきたいか?～メタアウトカム～ 



5 

 

例）「１００万円が欲しい」 

⇒どんな風に使いたいか?⇒それによって、どんな「感情」を味わいたいか? 

・「感情レベルの動機」が必要である 

・感情レベルの動機と＝純粋な欲求 

 

３ パラレルライフ～元彼と幸せにいる「もうひとつの世界」 

 

・バシャール～ダリルアンカというチャネラーがテレパシーで交信した「宇宙人」 

・「パラレルライフ」＝「同時並行で存在する、少しづつ違った【もうひとつの現実世界】」 

 

「エネルギーレベルでは、スデに元彼と幸せに過ごしている【もうひとつの現

実世界】が存在している」 

 

＜アウトカム＝未来＝先にあるモノ＞ 

＜パラレルライフ＝今ここに隣り合わせに同時に存在している＞ 

 

・「イメージできないモノにはなれない」⇒リンクしていない HP に飛べないように、つながっていないパラレ

ルライフには移動デキナイ 

・どうすれば「望む現実世界」にチューイングできるか? 

⇒今ここで、もうひとつの現実世界の自分になる 
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４ 元彼の隣で笑っている「未来の自分」に今ここでつながる 

 

＜パラレルライフをどうやって飛び越えるのか?＞ 

⇒行きたい世界の自分にチャンネルを合わせる 

 

・復縁ノウハウだけでは、うまくイカナイ理由 

⇒「デキナイ世界」「デキナイ世界の自分」から抜け出せていないから 

 

「スキルではなく＜Be(在り方)＞こそが引き寄せる現実を決める」 

 

＜成功者の条件＞ 

◆「ビックアーティストの法則」…大物アーティストは歌う前から、ただそこに立っているだけ

で、観客を魅了してしまう歌声を感じさせる存在感をもっている 

 

＜Be とはなにか?＞ 

・内側からあふれ出す、その人の「アイデンティティ（どういう存在?）」や「アディテュード（どういう生き

様をしているか?）」 

・どうやって生まれるのか? 

⇒価値観(大切にしてること)、ビリーフ（信じてること）、アイデンティティ（どんな自分で在りたい

か?）、ビジョン（こんな風になりたい）、ミッション（この世界にどんな影響を与えたいか?） 

⇒元彼に対して、どんな Be(自分)を持っているのか? 
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５ Ｎ・Ｂ・Ｃ～ニューロ・ビヘイビア・コンディショニング 

 

「復縁とは、元彼の隣で笑っている、理想の自分にふさわしい自分になる

自己成⾧の旅である」 

 

＜今すぐ、元彼の隣で笑っている自分になるには?＞ 

◆なりたい自分にチューニングを合わせる方法 

・今ここで、そんな自分になりきって「振る舞い」「行動」する! 

・なりたい自分のイメージに、雰囲気や表情、仕草などをマネル!! 

 

＜神経組織(ニューロシステム)からプログラムを変える＞ 

「ステート（意識の状態）」が結果(現実)を決める」 

・ステート＝フォーカス（どこに意識が向いてるか?）、ランゲージ（言葉）、フィジオロジー（カラダの

状態、使い方）から生まれる 

・表情や姿勢、動き・ポーズ、声のトーンなどから、神経組織にメッセージが送られて、恋や人生に影

響する「反応のパターン」がつくられる 

例） 

・笑顔でいる人⇒幸せになる 

・グチをいう人⇒不満なデキゴトが起こる 

・元彼と幸せに生きてる笑顔⇒復縁して笑っている現実を生きるようになる 
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＊現実化とタイムラグ 

・フォーカス度の高い物理的なレベルの現実化は、内面的なエネルギーの変化より遅れて起こる 

 
  


